
 

 

 

 

 
 

愛川ふれあいの村 今月の風景 

2019 年 11 月 自然のたより 
 

 

 

 

 

 

 

 

リンドウ ナラタケで休むオオセンチコガネ イロハモミジ 

    

ミコシグサの種 ゆらゆらミノムシ エナガ ヌメリスギタケモドキ 

    

アイカワタケ スミレの返り咲き キスジセアカカギバラバチ サラシナショウマ 

    

ニシキギ ギンメッキゴミグモ アゲハ 今年も来たツグミ 

 11 月になっても、日中は暖かい日が続きます。そんな小春日和に返り咲いたスミレが道脇で静かに咲いて

いました。目を凝らせばキノコが顔を出し、耳を澄ませば鳥がさえずります。カツラの落葉による甘い香りや

目にも美しい葉の色づきなど五感で楽しむ自然とさまざまな動植物がふれあう村を感じることができます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

来
月
の
見
ど
こ
ろ 

遠
く
へ
行
き
た
い 

植
物
は
、
自
分
の
子
孫
を
残
す
た
め
に
沢

山
の
種
子
や
果
実
を
残
し
ま
す
。
種
子
や
果

実
は
、
い
ろ
い
ろ
な
方
法
で
「
遠
く
へ
行
き

た
い
」
と
散
ら
ば
っ
て
い
き
ま
す
。
ド
ン
グ

リ
や
オ
ニ
グ
ル
ミ
は
、
果
実
の
重
み
で
落
下

す
る
『
重
力
散
布
型
』
で
す
。
リ
ス
や
ノ
ネ

ズ
ミ
に
食
べ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

樹
木
は
た
く
さ
ん
の
実
を
つ
け
る
の
で
少
し

ぐ
ら
い
食
べ
ら
れ
て
も
実
は
残
り
、
芽
生
え

ま
す
。
鞘
や
皮
が
は
じ
け
て
種
子
を
勢
い
良

く
飛
ば
す
ヤ
マ
フ
ジ
や
ゲ
ン
ノ
シ
ョ
ウ
コ

は
、
『
自
力
散
布
型
』
。
細
か
い
ト
ゲ
や
、
粘

る
液
で
動
物
や
人
に
付
着
す
る
コ
セ
ン
ダ
ン

グ
サ
や
ヌ
ス
ビ
ト
ハ
ギ
、
ノ
ブ
キ
な
ど
は
、

『
付
着
散
布
型
』
で
す
。
鳥
に
食
べ
ら
れ
て

運
ば
れ
る
ツ
ル
ウ
メ
モ
ド
キ
や
マ
ユ
ミ
な
ど

の
実
は
、
『
被
食
散
布
型
』
。
ふ
れ
あ
い
の
村

で
よ
く
見
か
け
る
タ
ヌ
キ
に
食
べ
ら
れ
た
ギ

ン
ナ
ン
も
被
食
散
布
型
で
す
。
イ
ロ
ハ
カ
エ

デ
や
ヒ
マ
ラ
ヤ
ス
ギ
の
種
子
は
、
翼
が
あ
り

風
に
吹
か
れ
て
飛
ぶ
『
風
散
布
型
』
で
そ
の

様
子
は
見
て
い
て
楽
し
い
も
の
で
す
。
淡
い

黄
色
の
花
を
咲
か
せ
て
い
た
ア
キ
ノ
ノ
ゲ

シ
、
い
つ
の
間
に
か
み
ん
な
白
い
綿
毛
に
変

わ
り
小
さ
な
黒
い
痩
果
を
下
に
つ
け
風
が
吹

く
と
一
斉
に
「
遠
く
へ
行
き
た
い
」
と
飛
ん

で
行
き
ま
す
。
（
吉
田
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生き物  ★モズ（百舌鳥）★    
 

朝、我が家の家庭菜園のトマトを収穫に行ったと

ころ思わず「ギャー」と悲鳴を上げてしまいました。 

スズメがトマトの茎に挟まっていたのです。いっ

たい誰の仕業なのか… 

このような事は、秋から多くみられモズの「はや

にえ」という行動です。モズは、捕まえた獲物を木

の枝先や有刺鉄線などに突き刺して、冬の食糧確保

をしていると考えられていますが、「はやにえ」を食

べることなく、そのまま放置され 

ていることがあるようです。その 

ため、何のために行っているか明 

らかになっていません。 

もし見かけたら、よくモズの行 

動を観察し、その不思議に迫って 

みてはいかがでしょうか。 

（菅原） 

 

 

 

 

トピックス 

★どうして紅葉するの？★ 
 

今年も紅葉のシーズンになりました。村のイチョ

ウやモミジを筆頭にメタセコイア、カツラもきれい

な褐色や黄色に変わり、来村者を楽しませてくれて

います。紅葉は春の桜と同様に、全国的にニュース

になるほどなじみ深いものです。毎年訪れる紅葉で

すが、そもそもなぜ葉っぱの色が変わるのかを考え

たことはありますか？ 

葉っぱの色は葉緑素で決まります。葉っぱが光合

成をするのに必要な葉緑素ですが、その中のクロロ

フィルと呼ばれる成分が多いと葉っぱは緑色に見

え、カロテノイドと呼ばれる成分が多いと葉っぱは

黄色く見えます。そして、一部の木は冬に備えるた

め枝と葉っぱをつなぐ茎の部分“葉柄（ようへい）”

を閉じます。すると葉っぱの中の成分が変化して、

アントシアンと呼ばれる成分が増えます。この成分

が赤色に見せるのです。 

緑色の成分は寒さに弱く、秋になると先に壊れて

しまいます。黄色の成分は数が少ないので春、夏は

目立たないですが、緑色の成分よりも寒さに強いた

め、紅葉の時期に葉っぱを黄色く見せます。 

物事の仕組みを知っていると、今までとは違うこ

とが見えてきます。今年は色づきが遅いから暖かい

日が長かったことや、アントシアンは日光に当たっ

ているところほど赤く色づくので、日当たり加減が

わかります。 

寒暖差が激し 

い季節です。 

暖かい恰好を 

して秋の代名 

詞『紅葉』を 

楽しみましょ 

う。（清水） 

 

旬      ★隼人うり★ 
 

 

 愛川ふれあいの村の休憩所に、緑のカーテンとし

て植えてある隼人うりが、１０～１１月にたわわに

実る。８～１０㎝大になったものを収穫し、皮ごと

おいしくいただいている。 

〔食べ方〕 

① 豚肉と相性がよく、炒めて食べる。 

② <サラダ>いちょう切りにしたうり・柿・カニカマ

ボコを合わせ、マヨネーズで和える。 

③ <漬け物>うりと刻んだ生姜を混ぜ、浅漬けの素を

加えビニール袋に入れ、数時間冷蔵庫に入れて

出来上がり。 

④ 味噌と酒粕に少々の砂 

糖を加え、半分に割っ 

たうりを漬けこみ 3 ヶ 

月。奈良漬け風味は絶 

品！（河野） 
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緑色から赤色へ 

変わるモミジ▶ 

 


